


思
い
っ
き
り

気
分
を
開
放
し
た
い
！

刺
激
が
ほ
し
い
！

喜
び
や
切
な
さ
を
誰
か
と

共
有
し
た
い
！

そ
ん
な
と
き
は
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
へ

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

初
め
て
の
感
覚
に

出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
鮮
な
驚
き
や
刺
激
に

圧
倒
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

新
た
な
出
会
い
の
そ
の
先
に
は
、

過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
く

大
き
な
世
界
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

舞
台
に
幕
も
無
く
、
舞
台
転
換
を
す
る

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
も
無
く
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
ピ
ッ
ト
も
無
い
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、

な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
オ
ペ
ラ
を
上
演
し

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
開
館

以
来
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
制
作
に
邁
進
し
て

き
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
、
熱
い
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。

 

「
音
楽
史
上
と
て
も
重
要
な
作
曲
家
で
あ
る

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
や
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
最
高
傑
作
は
、

オ
ペ
ラ
作
品
で
す
。
そ
の
音
楽
を
、
歌
を
、

こ
の
ホ
ー
ル
に
響
か
せ
、
日
本
の
音
楽
フ
ァ

ン
に
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」

　

と
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

　

１
９
８
６
年
10
月
12
日
に
「
東
京
初
の
コ

ン
サ
ー
ト
専
用
ホ
ー
ル
」
と
し
て
生
ま
れ
た

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
2
万

回
近
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
き
ま
し
た
。

百
人
規
模
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
壮
大
な

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
響
く
日
も
あ
れ
ば
、
た
っ

た
１
台
の
ピ
ア
ノ
や
弦
楽
器
に
よ
る
胸
に
沁

み
入
る
リ
サ
イ
タ
ル
も
あ
り
、
生
の
歌
声
に

圧
倒
さ
れ
る
日
も
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
み

な
ら
ず
、
ウ
イ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
吹
奏

楽
）、
ジ
ャ
ズ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
映
画
音
楽
、

最
先
端
の
現
代
音
楽
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
も
形

式
も
幅
広
く
様
々
。
奏
者
は
世
界
各
地
か
ら

や
っ
て
来
ま
す
。
大
ホ
ー
ル
と
ブ
ル
ー
ロ
ー

ズ
（
小
ホ
ー
ル
）、
昼
公
演
と
夜
公
演
、
ひ

と
つ
と
し
て
同
じ
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度

き
り
の
出
会
い
で
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
自
主
企
画
公
演
で
は
、

時
に
大
胆
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
な
さ
れ
、
ま
っ

た
く
新
し
い
音
楽
の
場
が
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。「
ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
」＊
も
そ
の
ひ
と
つ
。

独
自
の
オ
ペ
ラ
の
表
現
形
式
で
す
。

サ
ー
眞
鍋
圭
子
。
巨
匠
カ
ラ
ヤ
ン
の
も
と
で

様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ペ
ラ
制
作
の
現
場

を
見
聞
し
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
設
立
計
画

の
段
階
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
人
物
で
す
。
オ

ペ
ラ
は
交
響
曲
よ
り
ず
っ
と
前
の
16
世
紀
末

に
生
ま
れ
今
に
続
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

基
本
だ
と
言
い
ま
す
。

　

開
館
３
年
目
、
ま
ず
は
演
奏
会
形
式
の
オ

ペ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
試
み
ま
す
。「
作
曲

家
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
も
大
い
に
物
語
ら

せ
て
い
る
作
品
を
」
と
、
オ
ペ
ラ
発
祥
の
地

イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
19
世
紀
の
作
曲
家

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
作
品
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
世
界
的
オ
ペ
ラ
歌
手
の
歌
声

が
ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
り
、
以
後
４
年
間
で

５
作
品
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
に
。
そ
の
す

べ
て
の
作
品
に
主
役
級
で
出
演
し
た
イ
タ
リ

初
め
て
出
会
う

ホ
ー
ル・
オ
ペ
ラ
®

眞鍋圭子
1983年サントリーホール設立プロジェクト
に参加。オープニング・シリーズ海外企画、

「ホール・オペラ®」「ウィーン・フィルハー
モニー ウィーク イン ジャパン」「ニューイ
ヤー・コンサート」など数々の企画を手が
ける。著書に『素顔のカラヤン』など。

ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
® 

誕
生

一
度
き
り
の

出
会
い

オ
ペ
ラ
の
歌
声
を

響
か
せ
た
い
！

H
all O

pera®︎

サントリーホール 
エグゼクティブ・プロデューサー

コンサートは

新しい世界に
出会う場所

特集

＊サントリーホールが独自に考案したオペラの形式を、「ホール・オペラ®」として商標登録しています。
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で
は
の
音
響
、
聴
衆
を
す
ぐ
そ
ば
に
感
じ
る

安
心
感
と
楽
し
さ
に
、
歌
手
た
ち
も
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
も
興
奮
し
て
い
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
93
年
に
生
ま
れ
た
「
ホ
ー
ル
・

オ
ペ
ラ
®
」。
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
の
オ
ペ
ラ
の
真
髄
を
、

毎
年
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
上

演
す
る
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
ま
す
。
さ
ら
に
…
…

 

「
21
世
紀
に
向
け
、
新
作
オ
ペ
ラ
に
挑
も
う

と
。
日
本
の
東
京
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
か

ら
、
欧
米
に
向
け
て
ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
を

発
信
す
る
の
だ
、と
い
う
意
気
込
み
で
し
た
」

　

作
品
を
委
嘱
し
た
の
は
、
中
国
出
身
の
新

ア
の
名
バ
リ
ト
ン
、
レ
ナ
ー
ト
・
ブ
ル
ゾ
ン

の
言
葉
が
、
さ
ら
な
る
挑
戦
の
き
っ
か
け
に
。

 
「『
オ
ペ
ラ
作
品
を
歌
う
に
は
、
役
を
演
じ

な
が
ら
で
な
い
と
感
情
移
入
し
に
く
い
ん

だ
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
。
譜
面
台
を
前
に
並

ん
で
立
っ
て
歌
っ
て
い
て
も
、
自
然
に
身
体

が
動
く
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
衣
装
を
つ

け
て
演
技
も
つ
け
て
、
オ
ペ
ラ
劇
場
の
よ
う

に
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
ホ
ー
ル
の

空
間
を
活
か
し
た
舞
台
演
出
を
考
え
ま
し
ょ

う
と
。
音
楽
が
生
き
て
、
ド
ラ
マ
が
生
き
て
、

一
体
と
な
る
よ
う
な
舞
台
を
、
指
揮
者
、
歌

手
、
美
術
家
、
照
明
家
、
ホ
ー
ル
側
ス
タ
ッ

フ
、
関
わ
る
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、

ゼ
ロ
か
ら
創
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　

ま
だ
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
新
し

い
オ
ペ
ラ
の
か
た
ち
。
客
席
側
に
も
舞
台
側

に
も
新
鮮
な
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

 

「『
臨
場
感
が
あ
っ
て
芝
居
の
内
容
が
よ
り

よ
く
わ
か
っ
て
面
白
い
』『
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ピ
ッ
ト
が
無
い
ぶ
ん
、
舞
台
が
近
く
て
役
者

（
歌
手
）
の
表
情
ま
で
よ
く
見
え
る
！
』
と

お
客
様
か
ら
の
声
。
一
方
歌
手
た
ち
は
、『
舞

台
に
出
た
途
端
お
客
様
に
囲
ま
れ
、
あ
た
た

か
い
気
持
ち
が
降
り
注
い
で
く
る
よ
う
だ
っ

た
』『
ど
ち
ら
を
向
い
て
歌
っ
て
も
、
き
ち

ん
と
音
が
返
っ
て
く
る
！
』
と
。
こ
こ
な
ら

進
気
鋭
の
作
曲
家
タ
ン
・
ド
ゥ
ン
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
東
洋
の
作
曲
家

と
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
、
上
海
大
劇
院
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
音
楽
劇
場
共
同
の
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
し
ま
し
た
。
５
年
が
か
り

で
完
成
し
た
オ
ペ
ラ
『
Ｔ
Ｅ
Ａ
』
は
、
舞
台

と
客
席
が
一
体
と
な
り
、
音
と
歌
と
情
景
が

溶
け
合
っ
た
未
知
の
時
空
間
が
、
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
に
出
現
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
30
周
年
に
は
、
世
界
の
音
楽
フ
ァ

ン
憧
れ
の
『
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
・
イ
ー
ス
タ
ー

音
楽
祭
』の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、指
揮
者
も
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
も
そ
の
ま
ま
招
聘
す
る
な
か
で
、

ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
史
上
初
と
な
る
ワ
ー
グ

ナ
ー
の
超
大
作
『
ラ
イ
ン
の
黄
金
』
を
上
演
。

〝
神
々
の
世
界
〟
が
立
ち
現
れ
ま
し
た
。

　
10
年
ぶ
り
に
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
ホ
ー

ル
・
オ
ペ
ラ
®
を
手
掛
け
る
こ
と
に
、
と
て

も
興
奮
し
て
い
ま
す
。
待
ち
き
れ
ま
せ
ん
！

 

『
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
タ
』
は
、
時
代
や
歴

史
を
超
え
て
残
る
名
作
。
こ
の
作
品
で
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
が
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
世
界
に
共

通
し
た
社
会
的
問
題
で
あ
り
、
愛
の
あ
り
方

で
す
。
主
人
公
の
若
い
恋
人
た
ち
は
、
当
時

の
社
会
が
美
徳
と
し
て
い
た
条
件
か
ら
外
れ

て
い
た
ゆ
え
、
愛
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
作
曲
家
自
身
の
人
生
の
問
題
で

も
あ
り
、
そ
の
愛
の
あ
り
方
を
、
当
時
の
社

会
に
問
う
た
の
で
し
ょ
う
。

　
音
楽
と
は
触
れ
合
い
で
す
。
魂
の
琴
線
に
、

感
受
性
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
皆
さ
ん

の
日
々
を
生
き
生
き
と
し
た
幸
せ
な
も
の
に

で
き
る
よ
う
、
我
々
は
最
高
の
演
奏
を
お
届

け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
！

オペラ『ＴＥＡ』は、2002 年サントリー
ホールでの世界初演後、ヨーロッパ
各地で上演を繰り返し、上海、そして
サントリーホールでも再演、今世紀
屈指のオペラ作品になりました。

「デジタルサントリーホール」アーカイブの動画ライブラリーで、ニコラ・ルイゾッティからのメッセージをご覧いただけます。詳細は 9 ページへ。

『ラ・トラヴィアータ』の主人公は社交界の華、高級娼婦
ヴィオレッタ。歌姫ズザンナ・マルコヴァが演じます。

記念すべき最初のホール・オペラ ® はプッチーニ
『ラ・ボエーム』。ステージ後方の客席も舞台演
出の場として活用されました。 
右は、2010 年モーツァルト『コジ・ファン・トゥッ
テ』。指揮ニコラ・ルイゾッティ、演奏は東京交
響楽団。今回も同じ組み合わせで臨みます。

イ
タ
リ
ア
か
ら
、

指
揮
者
ニ
コ
ラ
・
ル
イ
ゾ
ッ
テ
ィ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
伝
説
を
持
つ
ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®

が
、
35
周
年
の
こ
の
秋
、
５
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
演
目
は
『
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
：
ラ
・

ト
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
タ
（
椿
姫
）
』。
美
し
き
ト

ラ
ヴ
ィ
ア
ー
タ
（
＝
道
を
外
し
た
女ひ

と

）
を
巡

る
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
聴
く
者
の
感
情
を

大
き
く
揺
さ
ぶ
る
悲
恋
物
語
。〝
最
も
有
名

な
オ
ペ
ラ
〟
を
堪
能
す
る
絶
好
の
場
で
す
。

　

演
出
は
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ペ
ラ
界
に
長
く

携
わ
り
、
日
本
で
は
初
期
の
頃
か
ら
ホ
ー

ル
・
オ
ペ
ラ
®
を
舞
台
裏
で
支
え
て
き
た
、

オ
ペ
ラ
演
出
家
・
田
口
道
子
。

 

「
ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
の
良
さ
は
音
楽
に
集

中
で
き
る
こ
と
。
オ
ペ
ラ
劇
場
の
舞
台
は
視

覚
優
先
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
の
ホ
ー
ル

耳
で
味
わ
う
オ
ペ
ラ

21
世
紀
の
発
信
源
に
！

©John Martin

で
は
聴
く
こ
と
に
対
し
て
贅

沢
に
凝
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

音
楽
が
心
に
沁
み
入
り
、
作

曲
家
が
意
図
し
た
通
り
の
場

面
を
音
楽
そ
の
も
の
か
ら
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
、
聴

覚
と
視
覚
が
ひ
と
つ
に
な
る

表
現
を
演
出
し
た
い
で
す
」

　

と
田
口
氏
。
歌
の
言
葉
や

メ
ロ
デ
ィ
に
込
め
ら
れ
た
気

持
ち
が
自
然
に
動
き
に
現
れ
、
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サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
ザ
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
」「
テ
ー
マ
作

曲
家
」「
芥
川
也
寸
志
サ
ン
ト
リ
ー
作
曲
賞

選
考
演
奏
会
」の
3
本
柱
。
な
か
で
も「
テ
ー

マ
作
曲
家
」
は
、
開
館
初
年
度
か
ら
「
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
国
際
作
曲
委
嘱
シ
リ
ー
ズ
」

と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
年
の
マ
テ
ィ

ア
ス
・
ピ
ン
チ
ャ
ー
（
１
９
７
１
年
ド
イ
ツ

生
ま
れ
）
は
No.
43
。
こ
れ
ま
で
に
、
世
界
の

42
人
も
の
作
曲
家
た
ち
が
新
た
な
作
品
を
創

造
す
る
場
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
No.
1
は

日
本
が
誇
る
世
界
的
作
曲
家
、
武
満
徹
で
し

た
。
武
満
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
初
代
監
修
者

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。

  

「
芥
川
也
寸
志
サ
ン
ト
リ
ー
作
曲
賞
」
は
、

や
は
り
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
、
芥

川
也
寸
志
の
功
績
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
た

――
こ
の
創
造
的
な
試
み
は
、け
っ
し
て
一
時
的
な
イ
ヴ
ェ

ン
ト
と
し
て
終
ら
ず
、
永
遠
の
意
義
を
得
る
に
相
違
な

い
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
、
た
ん
な
る
鑑
賞
の
場
に
止

ま
ら
ず
、
創
造
空
間
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
活

気
づ
け
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
異
な
っ
た
文
化
思
潮
が
、
音

楽
を
通
じ
て
、
語
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が

当
面
し
て
い
る
種
々
の
困
難
は
、
い
つ
か
、
打
開
の
道

を
見
出
す
だ
ろ
う
。（
抜
粋
）

う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　

と
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
企
画
制
作
部

長
・
河
野
彰
子
。
現
代
音
楽
と
い
う
と
難
解

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

現
場
は
、
ラ
イ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
渦
巻
く

生
き
生
き
と
し
た
空
間
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

 

「
今
を
生
き
る
作
曲
家
が
生
み
出
す
、
今
と

い
う
時
代
を
映
し
出
す
音
楽
な
の
で
、
共
感

も
反
論
も
含
め
、
聴
い
て
い
る
方
々
の
中
で

何
か
熱
い
反
応
が
起
こ
る
よ
う
で
す
。
現
代

に
暮
ら
す
誰
も
が
、
平
等
に
自
由
に
向
き
合

え
る
音
楽
。『
未
来
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

聴
い
て
い
る
の
で
す
ね
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

　

今
回
の
舞
台
で
は
、「
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル 

オ
ペ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」＊
の
存
在
に
も

注
目
で
す
。
世
界
的
オ
ペ
ラ
歌
手
が
毎
年

ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
に
や
っ
て
来
る
の
を

き
っ
か
け
に
、
日
本
の
若
き
声
楽
家
た
ち
の

育
成
の
場
と
し
て
93
年
に
開
講
し
ま
し
た
。

『
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
タ
』の
日
本
人
キ
ャ
ス

ト
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
生
や
、
か
つ
て

ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
の
合
唱
を
経
験
し
現
在

活
躍
中
の
ソ
リ
ス
ト
が
登
場
。
合
唱
団
に
も
、

ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
修
了
生
た
ち
が
参
加

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、公
演
中
日
に
は「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

オ
ペ
ラ
」
と
題
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
生
を

中
心
に
カ
バ
ー
キ
ャ
ス
ト
や
合
唱
団
と
し
て

ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
の
稽
古
場
を
支
え
る
若

き
歌
手
た
ち
に
よ
る
、も
う
ひ
と
つ
の『
ラ
・

ト
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
タ
』
が
上
演
さ
れ
ま
す
。
演

奏
は
桐
朋
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
演
出
は
本

編
と
同
じ
田
口
道
子
。
細
や
か
な
指
導
を
受

け
、
ス
タ
ー
歌
手
の
オ
ー
ラ
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
稽
古
を
積
ん
だ
瑞
々
し
い
才
能
、
世
界

で
の
活
躍
を
夢
見
て
挑
戦
す
る
若
き
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
ま
た
別
の
感
動
を
生
む
こ
と
で

し
ょ
う
。
オ
ペ
ラ
と
し
て
は
破
格
の
チ
ケ
ッ

ト
料
金
も
、
魅
力
で
す
。

  

オ
ペ
ラ
の
世
界
は
秋
の
お
楽
し
み
。
そ
の

前
に
、
８
月
下
旬
に
は
最
先
端
の
音
楽
フ
ェ

ス
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。〝
耳
が
目
覚
め

る
！ 

頭
に
響
く
！ 

圧
倒
的
ナ
ナ
メ
上 

音
楽

フ
ェ
ス
〟
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
『
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』。

何
や
ら
い
つ
も
の
ホ
ー
ル
と
雰
囲
気
が
異
な

る
よ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
フ
ェ
ス
な
の
で

し
ょ
う
か
？　

 

「
何
か
面
白
い
こ
と
を
夏
に
や
ろ
う
！　

と
、

１
９
８
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
普
通
じ
ゃ
な
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
１
週
間
。
毎
年
開
催

す
る
う
ち
、
聴
衆
も
一
体
に
な
っ
て
盛
り
上

が
り
面
白
い
現
象
が
起
こ
る
、
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
（
同
時
代
の
）
音
楽
に
特
化
す
る
よ

歌
声
や
音
楽
で
細
や
か
な
心
情
が
リ
ア
ル
に

伝
わ
る
こ
と
。
シ
ン
プ
ル
だ
け
れ
ど
も
正
統

的
な
オ
ペ
ラ
の
醍
醐
味
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、

と
言
い
ま
す
。

　

指
揮
は
、
ホ
ー
ル
・
オ
ペ
ラ
®
フ
ァ
ン
に

は
お
馴
染
み
、
現
在
、
世
界
の
名
だ
た
る
オ

ペ
ラ
劇
場
で
活
躍
す
る
ニ
コ
ラ
・
ル
イ
ゾ
ッ

テ
ィ
。
今
ま
で
に
７
つ
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

を
共
に
制
作
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
眞
鍋

い
わ
く
、

 

「
頭
の
先
か
ら
爪
先
ま
で
音
楽
に
溢
れ
て
い

て
、
熱
血
で
、
イ
タ
リ
ア
人
ら
し
い
明
る
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
人
。
ル
イ
ゾ
ッ
テ
ィ

の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
、
皆
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
」

　

そ
し
て
、
圧
倒
的
な
美
声
と
美
貌
、
演
技

力
で
、
主
人
公
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
を
演
じ
る
ズ

ザ
ン
ナ
・
マ
ル
コ
ヴ
ァ
を
中
心
に
、
オ
ペ
ラ

界
の
ス
タ
ー
歌
手
が
舞
台
に
揃
い
ま
す
。

方
が
い
て
、
ま
さ
に
！　

と
思
い
ま
し
た
。

現
世
代
の
作
曲
家
の
仕
事
は
、
ポ
ッ
プ
ス
や

ロ
ッ
ク
に
繋
が
っ
た
り
、
邦
楽
を
取
り
入
れ

た
り
、
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
軽
く
超
え
ま
す
。

多
様
で
ボ
ー
ダ
レ
ス
。
既
成
概
念
と
は
異
な

る
新
し
い
音
楽
表
現
を
追
求
す
る
の
で
、
演

奏
者
に
も
相
当
な
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

楽
譜
も
、
音
符
で
は
な
く
図
形
の
よ
う
な
も

の
が
描
か
れ
て
い
た
り
、
様
々
な
指
示
が
言

葉
で
書
か
れ
て
い
た
り
。
想
像
を
超
え
た
新

し
い
奏
法
、
あ
り
得
な
い
よ
う
な
超
絶
技
巧

も
。
見
た
こ
と
も
な
い
楽
器
を
調
達
し
た
り
、

製
作
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
」

　

作
曲
家
の
自
由
な
発
想
に
、
ひ
た
む
き
に

応
え
る
奏
者
の
姿
に
も
注
目
で
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
オ
ぺ
ラ

今
、
生
ま
れ
る
音
楽

レ
ガ
シ
ー

何
か
が

起
こ
る
!?

　

夏
の
音
楽
フ
ェス

田口道子
イタリアのヴェルディ音楽院でディプ
ロマ取得。メゾ・ソプラノ歌手として
活動する傍ら、ミラノ・スカラ座など
世界の歌劇場でオペラ制作に携わる。
初期の頃よりホール・オペラ®に参加。
サントリーホール オペラ・アカデミー
の公演では演出、舞台設計、衣装、
演技指導、字幕制作まで担い、今ま
でに5つの公演を成功させている。

オペラ演出家2020年のサマーフェ
スティバルでは、指
揮者と楽団員が演劇
的パフォーマンスをし
ながら演奏する作品
が。演奏中に楽団員
が舞台から去っていく
ハプニング⁈……と
いう演出も。

様々な特殊楽器。中
に水を注ぎ弓でこすっ
たり金属で叩くウォー
ターフォン（上）、くり
抜いた太鼓を使いラ
イオンの吠え声のよう
な音を出す楽器や、
効果音として使われる
フレクサトーン、ホース

（左）など。

　ホール・オペラ®およびフレッシュ・オペラ『ラ・トラヴィアータ』の公演情報は14ページへ。
＊サントリーホール オペラ・アカデミーについては、『Hibiki』Vol.8特集内で詳細を取り上げています。
　https://www.suntory.co.jp/suntoryhall/calender/
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コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
入
る
と
、
非
日
常

の
空
間
が
広
が
り
、
別
の
時
間
が
流
れ
始
め

ま
す
。
全
身
で
音
楽
を
浴
び
て
、
ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク
う
っ
と
り
と
、
心
が
動
き
ま
す
。

　

遠
く
て
な
か
な
か
行
け
な
い
、
時
間
が
と

り
に
く
い
と
い
う
方
は
、『
デ
ジ
タ
ル
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
』
へ
、
ぜ
ひ
！　

昨
年
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
し
ば

し
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
は
、
そ
れ
で
も
音
楽
の
場
を
絶
や
し

て
は
い
け
な
い
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
試
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
新
し
い
発
見
が
あ
り
、

こ
の
春
、『
デ
ジ
タ
ル
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
』

を
開
設
し
た
の
で
す
。
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

内
部
を
3
D
映
像
で
見
学
で
き
た
り
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
配
信
、 

オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
。
新
し
い
世
界
が
ま
た

ひ
と
つ
生
ま
れ
、
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

賞
で
、
日
本
人
新
進
作
曲
家
の
登
竜
門
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
31
回
目
と
な
る
選
考

演
奏
会
は
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
３
名
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
が
演
奏
さ
れ
た
直
後
に
、

そ
の
場
で
公
開
選
考
を
行
う
と
い
う
も
の
。

初
め
て
耳
に
す
る
響
き
、
選
考
委
員
そ
れ
ぞ

れ
の
講
評
に
、
観
客
も
当
の
作
曲
家
と
一
緒

に
な
っ
て
ド
キ
ド
キ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
リ

ル
も
味
わ
え
ま
す
。

　

毎
年
異
な
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
独
自
の

視
点
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
、
現
代
音
楽
の

粋
を
紹
介
す
る
の
が
「
ザ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
」。
今
年
は
、
フ
ラ
ン
ス

が
世
界
に
誇
る
現
代
音
楽
の
精
鋭
集
団
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
ア
ン
テ
ル
コ
ン
タ
ン
ポ
ラ
ン
が

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
す
。
彼
ら
か
ら
読
者
の

皆
さ
ま
へ
、
こ
ん
な
お
誘
い
が
来
て
い
ま
す
。

 

「
ま
さ
に
今
生
き
て
い
る
音
楽
、
そ
し
て
20

世
紀
の
現
代
音
楽
の
ル
ー
ツ
を
、
た
っ
ぷ
り

お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
き
っ
と
何
か
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
。
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
音
楽
の
冒
険
と
探
求

の
１
週
間
を
過
ご
す
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」

世
界
の
最
先
端
を

ラ
イ
ブ
で

デ
ジ
タ
ル

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

サントリーホール サマーフェスティバル 2021
8月22日(日) 〜8月28日(土)

ザ・プロデューサー・シリーズ　
アンサンブル・アンテルコンタンポランがひらく
〜パリ発 － 「新しい」音楽の先駆者たちの世界〜
サマーフェスティバル初の海外プロデューサー、アンサンブル・
アンテルコンタンポラン(EIC)が、現代音楽の歴史と未来を
紹介。細川俊夫のオペラ『二人静』日本初演、ブーレーズ
やリゲティなど現代音楽を代表するマスターピース、武満徹、
坂田直樹、マティアス・ピンチャーらの室内楽作品など多彩
なプログラム。

8月22日(日) 18:00開演(17:20開場) 大ホール　
東洋－西洋のスパーク

8月23日(月) 19:00開演(18:20開場）ブルーローズ(小ホール)
EICアンサンブル

8月24日(火) 19:00開演(18:20開場）大ホール
コンテンポラリー・クラシックス

テーマ作曲家  マティアス・ピンチャー
サントリーホール国際作曲委嘱シリーズNo. 43

（監修：細川俊夫）
EICの音楽監督を務める作曲家・指
揮者マティアス・ピンチャーの委嘱新
作（世界初演）を中心に。シリーズ
のコンセプトである過去・現在・未来
を繋ぐ視点で、テーマ作曲家が最も
強く影響を受けた作品、現在注目して
いる若手の作品、自らの過去の代表
作と共に構成されます。

8月25日(水) 18:00開演（17:20開場）ブルーローズ(小ホール)
ブーレーズを少々

8月25日(水) 19:30開演(18:50開場）大ホール
室内楽ポートレート （室内楽作品集）

8月26日(木) 19:00開始（18:20開場）ブルーローズ(小ホール)
作曲ワークショップ （日本語通訳付）

8月27日(金) 19:00開演（18:20開場）大ホール
オーケストラ・ポートレート （委嘱新作初演演奏会）

第31回芥川也寸志
サントリー作曲賞選考演奏会
8月28日(土) 15:00開演(14:20開場) 大ホール

【ライブ配信あり】

詳しくは、サントリーホール サマーフェスティバル
特集ページでご覧ください。

 ©Luc Hossepied

 ©Franck Ferville

デジタルサントリーホールは、2021年4月14日に
オープンしました。サントリーホールの施設やコン
サートを、生活の中で身近に体感することができ、
世界中から距離も時間も国境も超えてアプロー
チすることができます。コンテンツは随時更新し
ていきますので、ときどき訪れてみてください。

デジタルサントリーホール
Digital Suntory Hall
 https://www.suntory.co.jp/suntoryhall/dsh/

 アーカイブ
過去の公演ダイジェストや音楽家からのメッセージなどの動画を収めた

「動画ライブラリー」では、『ラ・トラヴィアータ』や「サマーフェスティ
バル」に登場するアーティストからのメッセージもアップされています。

「公演アーカイブ」は開館以来のコンサート情報やチラシなどの貴重な
データベース、「おすすめコラム」は『Hibiki』の記事をはじめ音楽に
関する読みものをピックアップしています。

 オンライン配信
好きな場所で気軽にコンサートを楽しめるオンライン配信。奏者
や楽器をクローズアップしたり、オンラインならではのビジュアル
も楽しめます。
＜8月の配信公演＞
サントリーホールでオルガンZANMAI！
8月7日（土）
13:30〜「呼吸するオルガン」オルガン：勝山雅世
16:00〜「オルガンで巡るアメリカ」オルガン：山口綾規
17:15〜「大人のためのオルガンの時間」
お話：木村秀樹（オルガンビルダー）、田中 泰（クラシックソムリエ）
18:30〜「讃えるオルガン」オルガン：近藤 岳
以上すべて、ライブ＆リピート配信（8月13日23:00まで）／500円
19:45〜「トークでもオルガンZANMAI！」
お話：勝山雅世、山口綾規、近藤 岳、飯田有抄（ファシリテーター）
ライブ＆リピート配信（8月8日21:00まで）／無料
第31回 芥川也寸志サントリー作曲賞選考演奏会
8月28日（土）　15:00〜　
ライブ配信／1,000円

 バーチャル バックステージツアー
3D映像でのサントリーホール・ツアー。
アーク・カラヤン広場からエントランスを抜
けてホール内へ。レセプショニストがご案
内します。見たいポイントで立ち止まり、
360度動画で眺めることができます。大
ホールのステージに立ったり、オルガンに
接近したり、楽屋やアーティストラウンジま
で普段入れない場所もご覧になれます。

「デジタルサントリーホール」アーカイブの動画ライブラリーで、アンサンブル・アンテルコンタンポランの演奏動画やマティアス・ピンチャーからのメッセージを
ご覧いただけます。

D
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ル
で
は
歌
う
だ
け
で
な
く
、
ダ
ン
ス
や
俳

優
の
要
素
も
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
受
か
り
、

そ
こ
か
ら
バ
レ
エ
や
ダ
ン
ス
も
始
め
ま
し

た
。そ
し
て『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』で
の
鮮

烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を
経
て
、
様
々
な
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
主
演
を
務
め
ま
し
た
。

広
が
る
〝
舞
台
〟

　

劇
団
を
退
団
後
、
石
丸
さ
ん
の
音
楽
活

動
は
様
々
な
〝
舞
台
〟
に
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
声
と
こ
と
ば
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

は
、『
音
楽
と
朗
読
』
と
い
う
世
界
に
。

 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
音
楽
朗
読
劇
は
『
ロ

マ
ン
ス
』
と
い
う
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
だ

そ
う
で
す
が
、
日
本
で
は
な
か
な
か
上
演

さ
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
音

楽
が
あ
り
、
そ
こ
を
か
い
く
ぐ
る
よ
う
に

朗
読
が
入
る
、
そ
う
い
う
形
態
だ
か
ら
こ

そ
伝
わ
る
世
界
が
あ
る
と
思
っ
た
の
で
す
」

  『
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
』（
グ
リ
ー
ク
）、『
兵

士
の
物
語
』（
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
）

な
ど
、
ひ
と
り
で
全
役
を
つ
と
め
る
石
丸

さ
ん
な
ら
で
は
の
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

『
音
楽
と
詩
（
こ
と
ば
）
』
の
新
し
い
世

界
を
拓
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
石
丸
さ
ん
に
と
っ
て
思
い

入
れ
の
あ
る
曲
を
セ
レ
ク
ト
し
た
C
D

『
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
へ
よ
う
こ
そ
』
の
制

作
や
テ
レ
ビ
番
組
『
題
名
の
な
い
音
楽

会
』
の
司
会
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
縁
の
な
か
っ
た
人
々

て
い
ま
す
。

 

「
と
に
か
く
音
楽
の
灯
を
と
も
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
思
い
で
し
た
。

お
客
様
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
が
、

自
分
自
身
も
皆
さ
ん
の
前
で
歌
う
こ
と
を

こ
ん
な
に
欲
し
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
」

き
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
非
日
常
の
空
間
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
シ
ッ

ク
な
ホ
ワ
イ
エ
、
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う

ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
形
式
の
席
、
シ
ャ
ン
パ
ン

の
泡
の
様
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
。
そ
し
て
音

を
浴
び
る
感
覚
を
味
わ
え
る
音
響
。
さ
ら

に
は
幕
間
に
シ
ャ
ン
パ
ン
を
楽
し
め
る

バ
ー
が
あ
り
、
大
人
が
上
質
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
ラ
イ
フ
を
愉
し
む
場
で
も
あ
り
ま
す
。

学
生
の
と
き
は
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
行
く
日
を
指
折
り
数
え
て

待
っ
て
い
ま
し
た
。
30
年
以
上
経
っ
た
今

に
も
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

 

「
僕
自
身
も
、
い
い
形
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

世
界
に
戻
れ
て
き
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」

コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
非
日
常

　

大
学
生
の
頃
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に

初
め
て
来
た
と
き
の
印
象
が
忘
れ
ら
れ
な

い
と
い
う
石
丸
さ
ん
。

 

「
ホ
ー
ル
と
い
う
の
は
ひ
と
こ
と
で
言
え

ば
『
夢
の
世
界
』
だ
と
思
う
の
で
す
。
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と

Hibiki Special Interview

 Kanji Ishimaru

石丸幹二（いしまる・かんじ）
東京音楽大学でサックス、東京藝術
大学で声楽を学ぶ。1990〜2007年
まで劇団四季にてミュージカル『オペラ
座の怪人』『美女と野獣』『ハムレット』
などで主演を務める。その後舞台のみ
ならずアルバムリリースやコンサートなど
の音楽活動、また俳優としても活躍し
ており、大河ドラマ『青天を衝け』に
出演中。9月4日「京都市交響楽団×
石丸幹二 音楽と詩『夏の夜の夢』」

（ロームシアター京都）、9月15日〜24
日には石丸幹二×つのだたかし「リュー
トと紡ぐ歌と詩の世界（浜離宮朝日ホー
ル他）」が予定されている。

歌
の
世
界
に

引
き
寄
せ
ら
れ
て

　

幼
い
頃
か
ら
『
音
』
が
好
き
で
、
様
々

な
楽
器
を
経
験
し
た
石
丸
さ
ん
で
す
が
、

中
学
生
の
と
き
に
サ
ッ
ク
ス
に
出
会
い
、

「
人
間
の
声
に
近
い
楽
器
だ
な
」
と
感
じ

て
の
め
り
こ
み
ま
し
た
。
在
学
中
、
東
京

音
楽
大
学
で
は
サ
ッ
ク
ス
を
学
び
ま
す
。

 

「
サ
ッ
ク
ス
を
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
演
奏
し

て
い
る
と
、
ま
る
で
コ
ー
ラ
ス
の
中
に
い

る
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
不
思
議
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
『
人
間
の
声
』
に
興
味
が
あ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
声
楽
家

ジ
ェ
シ
ー
・
ノ
ー
マ
ン
の
声
、
歌
う
姿
に

出
会
っ
た
と
き
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た

の
で
す
。
1
9
8
0
年
代
後
半
は
名
だ
た

る
歌
手
が
来
日
し
、
オ
ペ
ラ
の
上
演
も
増

え
た
時
期
。
学
生
だ
っ
た
の
で
お
金
を
た

め
て
は
一
番
安
い
遠
い
席
で
聴
き
、
と
う

と
う
、
東
京
藝
術
大
学
に
入
り
直
し
て
声

楽
を
学
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

デビュー30周年記念
「石丸幹二オーケストラコンサート2021」

サントリーホールでの「題名のない音楽会55周年！
令和スペシャルコンサート」収録の一幕。

（2019年10月5日放映）©テレビ朝日

　

最
終
的
に
は
「
自
分
の
声
」
を
楽
器
に

し
た
石
丸
さ
ん
。
声
楽
を
学
ぶ
う
ち
に
、

さ
ら
に
「
こ
と
ば
」
へ
の
思
い
が
強
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

 

「
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
人
に
と
っ
て
の
オ
ペ

ラ
は
、
音
楽
と
歌
詞
ど
ち
ら
も
同
時
に
存

在
し
て
い
る
の
で
す
が
、
日
本
人
に
と
っ

て
は
外
国
語
で
す
。
イ
タ
リ
ア
人
に
と
っ

て
の
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
よ
う
に
、
日
本

語
で
歌
っ
て
、
日
本
の
ど
ん
な
人
に
も
そ

の
感
動
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
？　

そ
う
思
っ
て
、
何
の
予
備

知
識
も
な
く
劇
団
四
季
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
受
け
ま
し
た
」

　

そ
の
当
時
、
石
丸
さ
ん
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ

石
丸
幹
二
（
俳
優
・
歌
手
）

音
楽
と
こ
と
ば
と

も
そ
の
非
日
常
感
は

変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。

　

ま
た
ホ
ー
ル
と
い

う
の
は
生
き
物
だ
と

も
思
う
の
で
す
。
今

の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
か
ら
は
、
35
年
の

間
に
多
く
の
名
演
奏

家
の
演
奏
を
吸
収
し

て
成
熟
し
た
と
い
う

感
覚
も
受
け
ま
す
」

　

自
身
も
昨
年
活
動

30
周
年
を
迎
え
、
今

年
は
各
地
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
共
演
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
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コンサート案内
2021年8〜11月

Concert Information

ARK Hills Music Week 2021

サントリーホール 
ARKクラシックス
ヴァイオリニストの三浦文彰と、ピアニストの辻井伸行
がアーティスティック・リーダーを務める音楽フェスを
今年も開催！ サントリーホールARKクラシックスのレジ
デンス・ブラス・アンサンブルとして今秋誕生する
ARK BRASSも登場します。

全8公演のプログラムおよび詳細は
サントリーホールARKクラシックス特集ページでご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応上、海外からの渡航制限や公的な入場制限の要請などの状況により、今後公演中止や
公演内容の一部変更、および販売席に制限を設ける可能性があります。最新情報は、ホームページ（各QRコード）でお知らせします。

人気アーティストと素晴らしい音楽仲間が大集結

10月8日（金）～11日（月）
大ホール ＆ ブルーローズ（小ホール）

過去の公演風景／三浦文彰、辻井伸行 ©堀田力丸

過去の公演風景

正装のお客様で華やいだホワイエ

サントリーホール35周年記念

ガラ・コンサート 2021
～夢を奏でる場所～（正装コンサート）

10月2日（土）  18:00開演（17:00開場）　大ホール

1986年10月12日の開館を記念して、5年に一度のアニバーサリーイヤーの節目に開催するサントリーホールのガラ・コンサート。ムー
ティに続く、イタリアの生んだ最高の指揮者のひとり、ニコラ・ルイゾッティが、ヴェルディ、ロッシーニ、ドニゼッティ、プッチーニな
どのイタリア・オペラのガラ・プログラムを指揮します。サントリーホールと繋がるすべての人への感謝を込めて、“夢を奏でる場所”
で音楽の歓びを分かち合いましょう。

ソプラノ： ズザンナ・マルコヴァ　テノール： フランチェスコ・デムーロ
バリトン： アルトゥール・ルチンスキー　メゾ・ソプラノ： 林 眞暎
指揮： ニコラ・ルイゾッティ　東京交響楽団
サントリーホール オペラ・アカデミー&新国立劇場合唱団

ベッリーニ オペラ『清教徒』より「あなたの優しい声が」
ベッリーニ オペラ『清教徒』より「愛しい乙女よ、あなたに愛を」
ロッシーニ オペラ『アルジェのイタリア女』より「祖国を思いなさい」
ヴェルディ オペラ『ナブッコ』より「行け、わが想いよ、金色の翼に乗って」
ヴェルディ オペラ『仮面舞踏会』より「お前だったのか、あの魂を汚した者は」
プッチーニ オペラ『マノン・レスコー』より 第3幕への間奏曲
プッチーニ オペラ『ラ・ボエーム』より「冷たい手を」
ヴェルディ オペラ『ラ・トラヴィアータ』より「乾杯の歌」　ほか

大人のための祝祭コンサート。新たな未来が、感動が、この場所からはじまる

【チケット料金】S 25,000円　A 23,000円　B 20,000円　C 17,000円

日本フィル＆サントリーホール 

とっておき アフタヌーン 2021～22シーズン 
Vol. 17  心の旅路 － 胸に迫る浪漫とノスタルジア

9月27日（月）  14:00開演（13:20開場）　大ホール

初めての方にもクラシック音楽ファンにもお楽しみいただけるトーク付き名曲コンサート。Vol. 17では情熱的なタクトに乗せ聴く人に
音楽の楽しさを届ける指揮者の田中祐子が本シリーズ初登場。ソリストには2018年に続き2回目の登場となる人気ピアニストの福間
洸太朗を迎えます。また、俳優・声優として活躍する森田順平が戯曲の朗読を務めます。
とっておきのひと時をお過ごしいただくために、グループ割引や、コンサートの前後にThe Okura Tokyo、ANAインターコンチネ
ンタルホテル東京がティータイムを彩る特別なプランをご用意するほか、コンサート前のリハーサル体験（事前申込制、無料）を
開催予定。託児サービス（事前申込制、有料）もご利用いただけます。また、ご自宅やお好きな場所でもお楽しみいただけるよう

「有料オンライン配信（ライブ＆リピート配信）」を実施いたします。

指揮・お話： 田中祐子　ピアノ： 福間洸太朗　ナレーター： 森田順平　　日本フィルハーモニー交響楽団
ラフマニノフ パガニーニの主題による狂詩曲 作品43
グリーグ 組曲『ペール・ギュント』第1番 作品46／第2番 作品55（ナレーション付き）　

クラシックの「今」をシェアする、エレガントな平日の午後

【チケット料金】Ｓ 5,500円　Ａ 4,400円　Ｂ 3,300円
グループ割引 ３名以上お申し込みでＳ席、Ａ席10％オフ（受付はサントリーホールチケットセンター電話および窓口）

【有料オンライン配信】視聴券 2,200円（8月30日（月）〜発売開始）※視聴期間：公演日〜10月3日（日）23：00

福間洸太朗
 ©Marc Bouhiron

森田順平

田中祐子
 ©sajihideyasu
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コンサート案内
2021年8〜11月

Concert Information

若き音楽家たちによる フレッシュ・オペラ
ヴェルディ：ラ・トラヴィアータ（椿姫）

（全3幕／イタリア語上演・日本語字幕付）
オペラ・アカデミーを修了し、現在イタリア・パルマに留学中の大田原瑶（ソプラノ）のヴィオレッタ役をはじめとするフレッシュ・オ
ペラのキャスト陣は、ホール･オペラ®では、万一の際に代役を務めるカバーキャストや、実践的に役柄を学ぶアンダースタディとし
て参加しています。旬の若手音楽家による、ホール・オペラ®と同じ演出、同じ舞台での上演、リーズナブルな価格で体験できる
一夜限りの機会にぜひ期待ください。

日本から世界に羽ばたく“フレッシュ”な音楽家たちによる、もうひとつの『ラ・トラヴィアータ』

ホール・オペラ® 

ヴェルディ：ラ・トラヴィアータ（椿姫）
（全３幕／イタリア語上演・日本語字幕付）

ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン 2021

リッカルド・ムーティ指揮
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

10月7日（木）  18:30開演（17:50開場）　大ホール

10月9日（土）  17:00開演（16:20開場）　大ホール

10月8日（金）  18:30開演（17:50開場）　大ホール

サントリーホールならではの空間と音響を活かし、音楽の中のドラマを最大限に
楽しむオペラの表現形式として評価を確立したホール・オペラ®。今秋５年ぶり
に『ラ・トラヴィアータ』を上演します。2004年から2010年までのホール・オペ
ラ®を指揮し、数々の名演を残したニコラ・ルイゾッティが、世界の歌劇場で注
目される最高のソリストとともに満を持してサントリーホールに戻ってきます。

サントリーホールは、1999年よりウィーン・フィルハーモニー管弦楽団を招聘し、「ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン」
を開催してきました。2008年以来13年ぶりに「ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン」で指揮を振るムーティは今年80
歳を迎え、互いに“特別な存在”と認め合うウィーン・フィルとは、初共演から50周年。その特別な年の始まりには、史上初の無観
客ライブ配信となったニューイヤー・コンサート2021において、まさに一心同体の演奏を世界中に届け、大きな感動をよびました。
相思相愛のコンビが聴かせてくれるのは、十八番ともいえるモーツァルトとシューベルトの作品、そしてウィーン楽友協会とも関わり
の深いストラヴィンスキーと、ムーティの故郷を冠したメンデルスゾーンの交響曲というプログラム。ムーティとウィーン・フィルによる至
高の演奏をご堪能ください。

ヴィオレッタ： ズザンナ・マルコヴァ（ソプラノ）　アルフレード： フランチェスコ・デムーロ（テノール）
ジェルモン：アルトゥール・ルチンスキー（バリトン）　フローラ：林 眞暎（メゾ・ソプラノ）
アンニーナ：三戸はるな（ソプラノ）　ガストン子爵：小堀勇介（テノール）
ドゥフォール男爵：宮城島 康（バリトン）　ドビニー侯爵：的場正剛（バス）
医師グランヴィル：五島真澄（バス）
指揮：ニコラ・ルイゾッティ　東京交響楽団　サントリーホール オペラ・アカデミー＆新国立劇場合唱団　演出：田口道子　ほか

11月3日（水・祝）  16:00開演（15:20開場）　大ホール 

11月8日（月）  19:00開演（18:20開場）　大ホール 

11月11日（木）  19:00開演（18:20開場）　大ホール 

11月12日（金）  19:00開演（18:20開場）　大ホール 

シューベルト 交響曲第4番 ハ短調 D. 417「悲劇的」
ストラヴィンスキー ディヴェルティメント〜バレエ音楽『妖精の接吻』による交響組曲〜
メンデルスゾーン 交響曲第4番 イ長調 作品90「イタリア」

モーツァルト 交響曲第35番 ニ長調 K. 385「ハフナー」
シューベルト 交響曲第8番 ハ長調 D. 944「グレイト」

ヴィオレッタ：大田原 瑶（ソプラノ）　アルフレード：小堀勇介（テノール）
ジェルモン：町 英和（バリトン）　フローラ：佐藤路子（ソプラノ）　
アンニーナ：三戸はるな（ソプラノ）　ガストン子爵：石井基幾（テノール）
ドゥフォール男爵：宮城島 康（バリトン）　ドビニー侯爵：的場正剛（バス）　
医師グランヴィル：五島真澄（バス）
指揮：村上寿昭　　
桐朋学園オーケストラ　サントリーホール オペラ・アカデミー＆新国立劇場合唱団 
演出：田口道子　ほか

「ラ・トラヴィアータ＜道を外した女
ひと

＞」が映し出す、ヴェルディ・オペラの真
ド ラ マ

髄

もとめあう理想、満ち足りた感動の週
と き

間

【チケット料金】Ｓ 28,000円　Ａ 25,000円　Ｂ 21,000円　C 10,000円　※C席は、舞台の一部が装置で隠れる可能性があります。

特別協賛：大和ハウス工業株式会社／大和証券グループ

【チケット料金】各公演とも
Ｓ 39,000円　Ａ 34,000円　
Ｂ 29,000円　C 24,000円　
D 19,000円

【チケット料金】Ｓ 7,000円　Ａ 6,000円　Ｂ 5,000円　学生 2,000円

二コラ・ルイゾッティ
 ©John Martin

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 ©Lois Lammerhuberリッカルド・ムーティ ©Wiener Philharmoniker  Dieter Nagl

村上寿昭 ©Namiko Kitaura

フランチェスコ・デムーロ
 ©Andrzej Swietlik

小堀勇介

ズザンナ・マルコヴァ
 ©J Henry Fair www.jhenryfair.com MED

大田原 瑶

アルトゥール・ルチンスキー
 ©Andrzej Swietlik

町 英和

他都市公演

2021年11月4日(木) 名古屋／愛知県立芸術劇場コンサートホール
中京テレビ事業　電話 052-588-4477

2021年11月5日(金) 姫路／アクリエひめじ 大ホール　
公益財団法人 姫路市文化国際交流財団　電話 079-298-8015

2021年11月7日(日) 大阪／フェスティバルホール 
電話 06-6231-2221
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充実したHibikiをお届けしてゆくために、ぜひみなさ
まのご意見をお聞かせください。アンケートにお答え
くださった方に、サントリーホールオリジナルのプレミ
アムな折り畳み傘などをプレゼントします。サントリー
ホールホームページ http://suntory.jp/HALL/ の
応募フォームに、アンケートのお答え、
お名前・ご住所等をご記入のうえ、
ぜひご応募ください。
〆切は、9月30日（木）、当選者の発
表は10月中旬のプレゼントの発送を
もって代えさせていただきます。

Ａ サントリーホールオリジナル 
折り畳み傘 (1名様)

B モニュメント“響”ＴシャツMサイズ（５名様）

※0570で始まるこの電話番号は、国際電話および一部のIP電話・プリペイド方式の携帯電話からはご利用できません。
　ご利用いただけない場合は、03-3584-4402へお電話ください。

【チケットセンター窓口】10：00〜18：00 ※18時以降の公演がある場合は開演時刻まで営業／休館日・年末年始は休業

先行発売がご利用いただける「サントリーホール・メンバーズ・クラブ」、
公演情報、チケットのご購入など詳細は、
サントリーホールホームページをご覧いただくか、
サントリーホールチケットセンターにお問い合わせください。
最新の公演情報につきましてはホームページでご確認ください。

（10：00〜18：00 ）オペレーターが対応いたします（休館日・年末年始は休業）

サントリーホール
ホームページへは

こちらから

サントリーホール
情報誌

『Hibiki』Vol.15

2021年8月1日発行
発行責任者 ● 折井雅子
編集発行 ● サントリーホール
〒107-8403 
東京都港区赤坂1-13-1
TEL. 03-3505-1001（代表）

企画編集 ● サントリーホール／
  　 株式会社スケープス／  内海陽子
デザイン ● 中澤睦夫（SAKU CORPORATE DESIGN）

  　 ももはらるみこ（表紙）
表紙絵 ● 五味太郎
印刷製本 ● 共同印刷

サントリーホールディングス
株式会社は公益財団法人
サントリー芸術財団のすべ
ての活動を応援しています。

ひとつひとつ熟練の職人たちの手で仕上げた上質
な折り畳み傘。多彩な色糸使いによる深みと奥行
きのある織りによって濃淡のトーンとト音記号が
リズミカルに踊る和 音を表 現。 持ち手には、
「SUNTORY HALL」のロゴが、刻印されています。

プレゼント

サントリーホール情報誌
『Hibiki』

サントリーホールは1986年
に東京初のコンサート専用
ホールとして“世界一美しい
響き”をコンセプトに誕生しま
した。これからもサントリー
ホールの響きを、より多くの
方々にお届けしたい―そん
な想いを込めて、情報誌

『Hibiki』を発行しています。
表紙の絵は、絵本作家・
五味太郎氏による描き下ろ
しです。

応募フォームは
こちらから

ホールの象徴であるモニュメント“響”が箔押しされた
デザインがおしゃれなＴシャツは、厚めのしっかりし
た筒状の1枚生地で着心地も抜群です。

＜表紙のことば＞
現代人は物事を“理解する”
ことを目的としているよう
ですが、僕は、“わからない”
ということを楽しむ能力が
あるようです。字幕も見ず
にオペラを聴き、解説も聞
かずに遺跡を見たりしてい
ます。それはとても楽しい
ことで、いちばんイメージ
フルになれる瞬間です。


